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試験報告　書

依頼者　　有限会社　ビバテック

検　　体　　フルボ酸（腐植土抽出液）

表　　題　　抗菌力試験

第11064672001－01号

2011年（平成23年）08月08日

日本食口崩蘭窮
∴、二一㌧．一　二

2011年（平成23年）07月12日当センターに提出された上記検体について試験した結果をご報告いたします。

本報告吾を他に掲載するときは当センターの掲載規約をお守りください亡

日本食居分析センター
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1　依　頼　者

有限会社　ビバテック

2　検　　体

フルボ酸（腐植土抽出液）

抗菌力試験
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3　試験日的

検体のfbJp力1rO瓜0月∂∫g刀g柑ノ∫に対する抗菌力を試験する三

4　試験概要

検体にノもJ扉yrO劇0月∂g gJ乃gム′∂JJgの菌液を接種後（以下「試験液」という。），36℃で保存

し，60秒及び30分後に試験液中の生菌数を測定した。

なお，あらかじめ予備試験を行い，生菌数の測定方法について検討した。

5　試験結果

結果を表－1に示した。

なお，試験液をSCDLP培地で10倍に希釈することにより，検体の影響を受けずに生菌数が

測定できることを予備試験により確認した。

表－1試験液1mL当たりの生菌数測定結果

生菌数（／mL）

開始時＊　　　60秒後　　　30分後

試験菌　　　　対　象

勉励て→0〝OJは∫　検　体　　4・7×107　　　900　　　100

g刀g如ノ∫　　対　照　　4．7×107　　3．5×107　　7．7×104

対照：生理食塩水

保存条件：36　℃

＊　菌蔽接種直後の対照の生菌数を測定し，開始時とした。

巳本罠炭労析センター
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6　試験方法

1）試験菌

ノbjp互rro劇0月ag gJ月gj■柑∂J gJCM8525

2）菌数測定用培地及び培養条件

5％馬脱繊維血液加Brucella Agar（BBL），平板塗抹培養法，35　℃±1℃，

5～7日間嫌気培養

3）試験菌液の調製

試験菌を5％馬脱繊維血液加Brucella Agarで35　℃±1℃，5～7日間嫌気培養した後，

生理食塩水に浮遊させ，菌数が108～109／mLとなるように調製し，試験菌液とした。

4）試験操作

検体10mLに試験菌液を0．1mL接種し，試験液とした。36℃±1℃で保存し，60秒及び

30分後に試験液をSCDLP培地［日本製薬株式会社］で直ちに10倍に希釈し，試験液中の生菌

数を菌数測定用培地を用いて測定した。

なお，対照として，生理食塩水を用いて同様に試験し，開始時並びに60秒及び30分後に

生菌数を測定した。

以　　上

日本食品分析センター


